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原子力・放射能基礎論 No.10 

福島第一原発事故の原因と新規制基準 

 

講師：岡村 章 

 

＜講義概要＞ 

 福島第一原子力発電所事故は、東北地方太平洋沖地震の発生により、運転中であった１

号機から３号機の原子炉が緊急停止したが、その後の想定を大幅に超える高さ約１５ｍ津

波の来襲により長時間の全電源喪失が生じ、炉心の冷却が行えなくなった結果、大規模な

炉心溶融が生じ、周辺環境に放射性物質が多量に放出される事態に至ったものである。事

故以前から、想定を超える津波来襲の可能性や電源喪失対策及び重大事故に対する備えの

必要性を指摘する声はあったが、なぜ同事故の発生や拡大を防ぐことはできなかったのか。 

国は、同事故の教訓を踏まえ原子力規制基準を大幅に見直し、地震・津波といった自然

現象の想定を厳格化し、さらに、火災や溢水といった複数の安全設備が同時に故障する事

象（共通要因故障）に対する対策の強化を求め、重大事故対策に関しても、炉心損傷防止

対策や炉心損傷時の格納容器の破損防止対策を講じることを求めている。また、原子力災

害対策に関しても、国の防災体制を強化するとともに、重点的に防災対策を講じる範囲を

拡大するなど制度が見直されている。 

原子力発電所が十分安全か否かの判断は、科学技術的な判断に基づくべきであるが、専

門家の間においても意見が分かれる場合があり、自然現象など現在の科学的知見では十分

に解明されていない事項もある。しかしながら、少しでも不明な点が残るあるいはリスク

が存在する技術は排除すべきという考えも必ずしも現実的・合理的とは言えない。原子力

発電所の安全性に関する最終的な判断は、残余のリスクを前提として、科学技術を土台と

しつつ、生活水準の維持や次世代への責任も勘案した社会的な価値判断を行う必要がある

と考える。 

 

＜主な内容＞ 

１．福島第一原発事故 

 ・事故の経過、事故原因、 

・津波の予測、電源喪失対策、重大事故対策に関する議論 

２．新規制基準 

・新規制基準の概要（自然現象に対する対策、共通要因故障の防止、重大事故対策） 

 ・原子力防災 

３．再稼働に向けた審査の状況 

 ・変更申請と審査の状況、審査における議論 

４．原発訴訟の状況 
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